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はじめに
人間活動が営まれる地表のすべて 所得の源泉であるとともに， 所得の として存
し得る1)たとえば， 企:来:は不ljiWlをある一定の空間において追求するとともに， 資令lこ某づいて工
どの として投資もする. 給与所得者ら
J土，所得の一部を ることによって土地を購入し 住居
を入することによって， 地表の空n行を誼接的・間接的に変容させているのである.金融は，企業や
一角支国民にとって， ある場合;こは経済的行動を引き起こすーっの{中介機能と ぎない
かもしれない しかし，地表の
いるのであるの.
地表の人間による金融活動は， 均等ではないため 3 地域的な各単位において資金の過不足が生じ，
される動因には， て
資金が地域的に流動する. したがって，資金の流動は当然のことながら人間活動のうち，とくに経済
活動に基づく結果である.また， ある場合?とは 3 資金の地域的流動は物資の流動を引き起こし，ある
いは逆に物資の流動の結果，資金が地域的にも流動する. さらに，ある地域に資金が投資されy そこ
に新たに雇用が生ずれば， 人口移動が引き起こされるため，資金の地域的流動は，人口移動をも
するわ
金融活動は，地表の 生成させる り， 地域分析を行う際にきわめて有効な読
)iJ~ である. しかし，現代の農山漁村においていかに資金が蓄積し 流動することにより空間的秩序が
成り立っているかに関するj世主1学の立Ji)l;からの支司王|句研究はほとんどなされてこなかった. ただし，
市山17Zt4)は，近変則1におけ4 る設内農村での金融活動を経済史の立場から論じ，その成果は注目され
るべきものである.また， 谷川!?fl哉5) は北海道において農業系統金融校側として農業協同組合を取り
仮い，資金im琉を論じた研究として貫主なものであるが概i略的な分析にとどまっている. 筆者は，わ
がI:EIの農山漁村における金融の地波間遣を解明する一環として， 千葉県を研究対象地域にとり，
主j[t:J也j或で、の資金の苦流動がし、かになされることによって， り立っているか， ま
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たその除十jiliはいかなるもので あるかを考祭した6) しかし， 決村山1における金融活動による分析は，
今後の課題としていた
わが[j;，]においては，山林水ぎがamJ査を行う「民家経済:imJ在」によると， 民業協同市Il{i(以下，f3
1おとII}す〉のi1T金の刈合が，年々1)1.¥大し，つつあり ) 1960!.1三位末には30.2%であったものが) 70{1三!支末
には40.6%に拡大 し，さらに81年度末には56.0%に注した7)‘ lh:f!S者の資副三がjV!大するに ilって，金
M1l1授IxJの選j穴は多11伎にわたると
ます1:1まってきている8) そこ
られるが， J見失は辺に民家l!?誌に lfi める g~lhj)の jリ lr!: i1'/、)Jili{立は:主す
わがLTilのよ、Ji'flにおける金j:Mlのj配込ーを w(rijlするため
Jこ， t主主と自h!lzにおいて長主要な金j¥i1j[械;IJで;らる金融を通して 3 資金の 辺がいかにな
されて， 農業地i域の空 IHJI'I/~秋 Fj;勺うE成り立っているか， またその機fll{はいかなるもの℃あるかを，茨城
県を事例として考察しようとするものである.木知iで"v;t， )J~業金融の j 色Jw1すむをより ;íl il: 1I 1 に分析する
ために，茨城県の 11 1 で、決業金融の最 も j活発なよI~Iおの一つである稲政1!日束中、j にある東村必!おと ， 向付に
ある本新民協をJI文りあげた.
は， 1900{j三 (1閃治33) に じされた民業組合が 1943{1~. (II(~ 手1118) に改組され， iJ232会となっ た
ものの後身として， 1 947年 (1 1日手1122) 随行の55業協同組合法に基づき設立された組合~ìll織の特殊法人
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である 出協のま信FIJ. n反売 共済.i~ 
j与なと多!I支iこわlこるが，なかでもfC;;JTl ~n::;r~が
JiえもTn:2:'である iドil't出|おを会ぬとする Lhli
IJI H~ として， 各行1);ù ){f !ll ~ に i ，\JTJ J}三業 idb 向車1 1 合
.~ ~色合会が:泣けられている . このキfI織は 1 会n
からの金の受け入れ，会はにおjする貸付
診~，li IJ，) 1 ' 与を i:-，/こる栄務とし，来日
合1:11)の資金過不足を地域1ヘjに して:おり，
主j-ニグi';rfi金をどi三IFl段11;の 1'.;-';1¥友|引であるtけヰ
11央会mIへのw金，千j'ilili券投資lこ述JTlして
いるほか，だ，j資市場への有力な資金の供給者
となっている9)
出Itj)は， さず江;一一;二組合員とい
怖をもコた経済者に限定してなされる金融機
関であり ，業務の'11心が組合fl人);}l¥での資金
の相互 !'!i ~\)fiにおかれている.てt/ニフ岸1合員へ
の資金融通がτ|乙になされるようにI:_i:1玄!され
ていることから，決I);j)金制は相互金融と
されることができる. しかも ， tE協の組合員は ， tと .'{だというミな活動に~i~~づき ， tb村プ1)での集
j存と い うj 位ωJ:D或均I知|白'1サ j足i生七幻山;干有!1出市別;日作;訓~;，汁.川'1性|
者抑部1 )口j道主臼)片府1有可引りl 川ll日iよL の{じi一，:;JTj干刊rJぱt戊2竹3業~I協お削|川司科利! 令j述主合会， 山林 11 ，;J，，:f~mf という系統三段階flliJ HM11!'j ?こよる系統金融が政策依
存によっ て進められてきたことも大きな特色である 10) したがって， 農協組織は y;~に意識的な農民の
自主的な組織で‘はなく 11\ 政策|円安に jl!~づき ， 政Jn]，.ずからがっくり1:1:¥した徒庁背であった
Jl.f-tにおいては，農協に属する料|合民の出家経済が大きく変容し， fとHの地域内1:)環境も急変するに
けって，農協の金M~I\活動も j 出JvJdl引こ大きな絡)J~-:が さ 1': じるようになゥてきた
U~ 1-a ， b ， C I玄iに示されているようにの多い都道府県は， 北海辺を除いて TIT~ ・東京
から四ブI:Y[rl]に京海;1' I上jlgb道を経てri;'ll!i]~こ主る直線上かその周辺にほぼ集中する. これらのWiて金支;.-の
多い地;iij:から *:~íil:するにしたがって合jii が少なくなる . その例は，東北，北1;ιN~ P~~J [1 ， iJ-1注，
N~九州などである . しかし，貸付令については，多少， J5った分布パタ ーンを示し， 京北地方，鹿児
1211Lなどに貸付金制が全国平均他をJ二まわる地j或が出現する. 一一方，三重・泌Elf-京者1)・j!(;jiJJ .山仁!
などの )H~'r~ は ， 千葉 田 京京ーから州市!を市i' f v~~j[íil !上にí\'z:ii~î:するが，貸付金綴の全 111 平均(ï[(に主らない. さ
らに，ネの地域|円分布は， :l tI)~.J 束から東海道 ， LLJ陽道に至る1・0.貸付金制が相対的に多い地ブf
ほど一般()fこ{J1い.すなわち， ~I じは ~I と i11} :;立へ r(ïJ う ほど ， 凶方!一iJで‘は雨九州:こ!向うほどWj:貸7十万円戸字化
している似l{1が I~:JII飛である . したが〆コて，企|主1'引こ入ると }j!{t.[tJ) ~f ::J):は都 ï'ï(() ~ti定所IT!jJが Ifi-i[Æする地
;lすからより;:栄作がliJ.越する地帯へと，資金のil(jl京がなされているとし、えよう
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uH究対象地域に選定した茨城県Vi，長い業主Jミ)去にき主をコ!とめてといわ).してきたが?
I':l/~にみると農協金融の金量 貸付金量そして長をネの三者とも全に主っていない. 1981年
度末の「農家経済調査によると， 次城県におりーる出家の金に I'iYコ;3121b[itfhの'，Iflj合は， 31. 7% 
であって，全国平均の56，0%にははるかに及ばず， しかも j|lL 内のーイ投 I\{III 銀行与に依存する'，I~IJ合の33
5%にも達していない協金融が~II~-1ぐの民家の活動どと!以4又する)JL合は， ゴ全三叶二主Hじ司山引引Ii'仙(1下!い内〈りJ:にこ1人ると i低l岳主1"μ，0
あるともいえよ J. この{傾頃駒i向h臼]は， 71[くから存続し， 金 I";'í~(論者からも;大のように J古川;1 されているお
金融が貸率の低率によって苔組合的'I~lミ絡にとと、、まり，としてのJ(JJí¥に反するものであ j
て，長菜:近代化への金融推進活動が低iWOである 13)
E 茨城県にお(する農業金融活動
][ -1. 系統金融空間の組織化
(民IZM1U との1;1]定にfl'，') í本の~~全 j守こ 1>討する
いずれも1947年11月公平fJ'， 何年12月)j包行〉の凶行;こより，その組織化が急辿
の*1織法であり{木?と、は，出来会の月引木にIYJする l'?」 していす、 fこ
』円、レ?
にじうっ 7こ.
茨城東の民協は， 占茨城政.;ì~ýl) の j 旨示と 受けながら茨城復興会議のjg発川動が進
み?県の行政指導とあわせて県農業協同組合協会σコ尖質的な指導のもとに中主化が，;1lんだ 1949年3
月末までに，当時の市町村数の367を!こまわる432の総合農協と， 市部1.交l'iU85， ~'~'Iりさそ
の他40の合計831の単協と，
立された14)
(1再買 3 教育情報， lJiH，(Iの七つのlA迎合会がIi立
農協の規模を拡大し， 経営の強化をはかるためLこ，合併が促進され， 1961::1ミ3月には[戊|お合iJi:助
成法Jが公平i.Iされた. 良:!おの合1;¥:が進むとともに， 単位農ー協のうち以売主1¥栄，
はじめ信州事業や兼営するものを総合農協と称し， その数がJ~I))IIするヅ) ，主1台[1が111資金をuは I:LI1
えてきたの合併は，主として同一Il!H~J-lj~ に分ユ1_された協を統合することに
ょっ られた. しかし， 茨城県の農協の合併L丸全図的にみると若しく ている. ~II~ I)'Jでの民
iお合併は， liA西およびy~北地区では比較的進んでし、るが p 県i'詩.!'白区においてはとくに;aれている15)
茨城県における農協の組織は， 地域的には第 2I~到に示されているよコに， W~北. J克行. ~II~ fLjそして
県南の支所に大きく四つに分割されている.これlう四つの支所は， 行政l切に地区と IJ;-ばオしているもの
と一致する.各支所の金融活動としての役割は， f去、述するように， 各地域・件の金li，;ij~: 日目}
が，その範囲内である程度の完結性をもたせることから， それぞれの支所i人jでl!?貸半の平化を進め
ることにある. 各支所にvJ:， 金融事業のほか農協め機能を統合するために釘立されている
支所は，さらに地域と呼ばれるものに分けられて， LlZ下には合計-16のj世j戒が存在すと)‘そして， H!.J法
の下位には，単位農協がある. 農協が組織化さ j しるに応じて単位決Iht~Y:ーは JVI)JI L， 1953il'-3月末;こは
その数は1205に達した16)が，その後合併が繰り返えされて，現在， t~i~合JJ~l/;jJ数は11517)にふ j ている
これらの単位農協は?つねに，市町村ーに一つ存在させられるように合併:がf){;立されてきたものであ
流通経済のi視点、から農業生
産の広域的な改善を意図し
たものであった.すなわ
ち3 組合員である農家が農
協を中心とした集団によっ
て3 農業生産の基礎的条件
を整備するとともに，生産
読むil1jlia文が経j斉i生をももら
うるような合理的経済|習を
設定することにあった
1973年に地域協議会が結成
されて，等質の経済|習を確
定する作業が進められた. この地域の役割は，.J二述のJAり生産 ・流通機能が主体となるが，金融機能
茨城県における農業金融の地j洲市込
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る
単位農協と支所の I~ I一l 間に
存在するi也j戒の;没定は，
1963年度に当の12林省が
成業経済|を|設定調査を災施
し，JR下では石!百]T!'i)Hij立で
すでにはじまってし、犬二石川!
地区資産総合団地を農業経
済閣の第一号とすること に
よって開始した.そののち
農協の営農団地構想が，地
j或を設定する基礎となり，
¥、
においても， li'i.1iz:農協!日!の資金の尉!通を行う場合もある.
以上のように，県の農協の部:ぱ:哉は， 長下位にi'till村段階における単位農協を基盤として存在し，そ
の上位に等質的な経済閣の時立を目ざす地域があり， そして支所によ っても金融機能の調整 がなさ
れ，最上位にはJRの信用農業協同組合迎合会があって，すべてを統合している. さらに， 全lilYJに
民林1:サと金)Iifが1:1サミー機関としての機能を架している. このよ うな系統金融の地域的展開をみると，金
融機能によって， いく つかの レベノレでの結 旬、î} ~i，、をもちそなえなが ら， 階層構造を有した機能地j或を な
しているといえよう
1-2. }1~業金融の地域 υi4
茨城県内での資金量の蓄積と貸付状況を地域的に担えるために，単位農協ごとの貯金量と貸付金量
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を1972ffと82:ij三の1I1u'年によってjヒ較する(第3a) b 1玄1).二におい 一
lゾ 11r， 1ノ l十 11_ :y V '7_1ぇ111Md、?ノl、
ゴヒ • Yi~区i地 1;;: にとくに集 11 I している. ji仁!ヒj山三では， :ll二五!ぬまm-と水をあ!; し、に
多い地|玄が集し，その他で(土三72;の少ないたIZhiJ'ilj己する. YI~ j7Cj.l山丈で(j:7 λ/' 1 / !_ I_...~ _: f1ハ士又':、1γ心〈冷¥νノ iFI':
作物のぷくからi立入されて) l;:l/;tのまヒも i主んでいる. 11111flj 山 Ix~
では， !?ミ匹iJ並区;こj安するj山花;と
il:Uj来初iをぶ地を|添いて， 少なし、出していた.
多い i 世 I)(~ では王位 111rと
1 982i'1三になると，
が大きくなり) lh{jj 
多いの分布は) 1972:{1ミのそれと iJ:し、!二!こし，
れる数がliJミられるようになーけJこ
し
/ 
} いて階級1>< 分したA~J-_ ， -ノヘ:!) ') '，_ 1'1 
多いは，大きく分けて〉コあ 1))ーイ)[:1 lrl ~Iじの水
とj三i tl~l;ぶものであり，他のものは ~!I~[!liとJ11干 ゐでよらと)• 197211三と1982:if
のfi!近年を比較し
のタイプは，ヒさ
分することもできよ・う
ル
きしづ佐川:は j 位jμ，~I'l'-):こねじじさ j しる傾向:ニ;ら<~) • 主fこ，:c;)しら
吋w.
'てノ1と どのB'Cj111 i乍仰にiY<千五するの_--*つにIx:
多いj也;日;:の分布ノ;ター ンは， l立 多い H~;fW のそ)， t と似してし、る. しか
も， 4 a) b !:，;()に示したように1972年と1982年をjむほすると， 多し、jι がj出hNI'jl、):.こもI;H
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口く18.8
臼資料火
02Okm 
a. 
a. 
;jJ(JJ&mにおけるY12業金耐!のj出j或1M込
臼巨額
山富!顕く問
問豆~くm
l出血く323
出巴く173
己く23
[]資料欠
t 
ム
02Okm 
1972:{j=-1 )士j b. 1982{j:. 1 n 
出41きI: ;j，:J!t( ~II~ におけ る農協別貸付金量の分司令
71.7話題翠
59巨額く71.7
46 . 4豆~ く 59 .0
33話回く46.4
21.0豆巴く33.9
己く21.0
臼資料欠
U2Okm 
1972:-:1'. 1 )J b. 1982{f 1 )j
~i~ 5 !火1:茨以県におけ'るt'!lihf;)JIJH';:tミヰ:のう}{ij 
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定されつつあ るが川、!~も 3 ものと [司じ{頃向を示している. しかし，当然， と貸付金量の
分布パタ ーンi-こは差呉があり， JlA市 .W~:l じïJ1ü'地区がj安する岩nn .茨城 llUIJなどの高度の踏んな
地帯には，貸出金量;の多いj世;iW:，d;iljc列し てし、る.すなわら， :)(J;& ~I;~ においてはYi~IJi地区からiu-ヶmi
北irl] の北部にかけて，交Jl~(業の時んな地:fij: が*jJ_~ì に ;iii-状 : 二分布するが， このような地，ij，は， ~1止して貸
付金量の正:jぃj世帯と一致すーる 'iを1Iまに|リぞってみても， ffi~ 合の建設， -~f&üJ( 処日l '施設の ~t~l)llì ， J巴育!ほ かl
料の購入などの資金18)が必、安とな るため， ti-協を通し ての投資が政んになる.このような投資は，当
然， I~~JLI二・乳牛 ・ ブロイラ -f!， i] 青に r(1j けられるため ィ二 )I~IJ:{ じする j 山 Jjj~ に は， 貸付金設がJ((I え る {l現
r(iJにある
貯金ifの比較的少なかった能行地区において も， 11礼、 ~I:. ・玉造ー北lin ・ 鉾 Ell そして ìJ);j l市に貸付金還が
J{判nしている- 1972年I，IJ:}えですでに麻生においては貸付金量は多かったが，10年後には，周辺の北出
鉾E日にも貸付金量の1唱え寸的にI~.iJ い地帯が1)ム大し， I"J じような現象はでの判111mから波111~rへ貸
付金量の多いj出荷:が拡目:文す一る をi:jどめることがで きる. 目立行j血区では，かつて炭家の経営規模も概
して小さ く， It~j rfi¥作物の1ぶ入も遅れてきたが， 近年(二一マン，スイプ)， メロン， ミツパなどの施設
|返l芸が普及し，その設{Hi支資のために，Fiiてj会話が明大 しつつある地帯になった
それに対して， 県北地区;においては EI~\_f~. ・水戸・茨城i!ITを結ぶ地帯を除いて，資金が爪発にJ支資さ
れる地花:が ~:í;'j /トしつつある . 以 i二のように~\:t~ !三 (1':)fこ7人て資令がJ立資される空!日1も微妙に変動しつつ
ある様相がli1'ぷtごき る
つぎに，茨城県内(こ Ji し、て農協の仕上.H1する資金の j忠誠(I'J 流動を刈\lq~~するた めに， 各氏iおごとの 貸
三容をもとにして貸率の佐むい地区から!~ ; Jいj出|玄へと資金の1M廷がなされることをHi:察する
前述の.i.lliり， 茨城県は全1:目的にもl!'i:貸率の低いjiLであり，貸金の需主主の少ないJilである 1972年に
は，貯貸率の県平均は46.4%であったが， 1 982~いこはさらに (11 -1ごして ， 33 _ 8% ~こ ~'iζら込み，資金を!日
外へ させる制合を 1~ iJめている.
~I， ~ [Jすにおいては， 文所ごと に貸率を平準化させるよう に操作:がなされているが， なおかつ，支所
1¥']にirj:貸率の差呉が厳存する.1972年には， )|I仁l tJ也 l孟においては，茨城・大洗/iJlJII IJが ii ~.;j ~存地 1:8.:を示し
た.そのうち， とくに大j先農協では1969年J立までは米麦以外の販売が皆無であったが， 1970年度から
古見物の販売業務を開始した. そして1972年jぶには青JR物の販売金制が米麦のそれを凌駕するに至
り，組合貝の生産資材の J! ii]入が {I~びるようにな っ た . 一一方，，L:"J率な!!?貸二容を示した消)[ 1~寸 ;1:~W)におい
ても ，山1:\1地小規模決業の立地条刊二を克!l l~するため ， T:hiú~t事業を 13 i独自した . 1970年から 3カゴ に
よるIrj'民団地特別整備卒業を し， :f!を 1¥1:10¥それ ぞ れ上限!倍、ITlの特別近代化資金の融資によ
り，生産規模の拡大がなされ， 1972{1三がちょうどすI-Tlu最終年度にあたり， 1采卯n=])五日}J12万;rL 1~:J Il家 111，
{'， :βil~数 6 千頭に達した 19) このように新しい決議産物を導入するような地域においては， 投資が進み
f11: 貸率は i~l ずと I~ : J;容になる
1982年になると， iH災ヰさの1~ : )宅地J:域の))-ギ1')パターンが大 きく公イじした._'J(J;&~lll 全 (本が l[.. j:貸本が低い
1-1で，+E!対I'j;)に 一存l'位:!日才、I!コヶ万!辺， とくに 出 I-Z~か ら J111北 1叩にかけた nむ 1m に集 11 1 してい る.
日E行地区では， Y，~ '1"-1:)33 _ 8% ;こが1たない組合は 3 牛腕IlJ八i-t. Ij-lU!r .位向のみである.とくに 3 波1奇
~j(J)iY， W~ における JJ~ :*合同リ!の j山戎jilj.;主
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|川"Jげ一川
j地山/K0):千It山山山山日叶川配川/¥日l吃山川けとυげIJ片川l?
して， 1;主立ウケ-1打汎浦「司市!日i汗F砕前ト何戸:の兄京~. • i川i仁:)戸弓三可'，1自ばf奇r. )，夫ミj計川浦rl前!日i仁汐ぺナても!川;けパIJ.;来干宇利〈汀j位山Jj或!t:泊が:リ1長:完u俳開j芥矧tす-る
一 ')J， [i'j:Ffヰ:のiJ¥:'しづ也JDYは， ~II ~ ，J[i J一色|λ全休から県南f!g;:11¥にかけた県全休の四年づ?に1:;/):;り ，さらに
llI L北地 12<の大 /~'I ) 分;を従 .) ，iJ 述の全|同3主詞;11訂拍川(山的:/'ド拘い内印人句‘う似)υ7な江i傾G尉刷3引1山1川'リ!と I'I~川:
4収くjいl' (ο17.2タ%百)， Jl如FI(26，8%)そしてでum(26.6%) などに佐世するよ引弘では貯貸率が低迷してし、
ゐ. したがって， J〈械lilにおいてはp 資金の地JIiXI早川Ae到jを12王¥:1'句:こNuくと，かつて支所単位ごとによt
l政的がなか J たものが '1古ケ lïlìml辺から)克行j世 I~~ にかけて資金の貸付のifH率地域が形成されつつ
あ!にその限られた組問にrt司って背後に広がる県の北半分と四半分で吸販された資金が流入する傾向
がある. しかし茨j波!日には1982年]月現在において， !!?:貸率が 100%を越える農協が存在せず， そ
のエ平Fド〆4什:J均匂削f侃佑正泊(が3位2.β8タ%ぎにとどま Jつ〉て!しJ、る それゆえ 7 余宇枠何?谷i行凶1金i佐2付カがq県1信言j述主に1集=菜三ま つて3 資金の不;足Eする単イ位立j農
度鹿; 
協に貸し付ける繰刷W州桝r竹作川/1ドμ:斗』
金のI地色j岐古或山~i'的'1'-)内旬':J ì討流A走[到動j を ;巧与- えとる)より』はよ' ほとんどすべてのJ;引な:農協でノ1:じた余硲金を県信辿に集め 3 系統金
iij~~ の I~L'd夜間でああ山林 1: 1 1 金へ流出することになる.茨城県においては貸半の 1" :) 半地域とは， ~I{~ 1人l
の{色j也ブjから託金をぬ収し資金のj山j或(j/;)iオd'VJを引きおこす核となるのではなく) i也のよ也!戒と上ヒ杉:して
!!?金 jd の今 、九貸付金立の ~hlJ 合が 1'，; ) く ， ifi~ 11，する資金ilが相対的に少なし、地域といえる
JI 東村における農業金融の地域構造
J心~泣 ~il; ，un: 、Ii.， -'3êJ;点 jlA の iお i~l) に払!i立 し利以 ) 11 を lR こして千身に接している . i←村J二サ:)の出北;郎7百刊i目1の
4一i郎'1/;じ;は， 1泊?;出，'f:.ぞ Z右台~υ、ゴj 也削iイ持〈オ\'J{戸，1山Aイt悩J;品ii4;i; の I:ïJ校変J地位;刊JH出iHj:;にこ i隣現鈴H佐主安:し ï千j/fl)はifJケから利J長JI左j主にかけてほ福地であ
る.束中:J'は， 1955年に1]'村合併促進出に基づき， 十余Jゐ村，本来:}r，均十J'， ()J，I，削ロjーが合併して発;己し，そ
ののち19581'r.に大;l釘すjを編入して現在の行政!K岐になった. 第ごJ大大戦後，広大な低沼地帯におjし
て農業m排水路や民地のIXIJ_li整J[な
ど， )け制定的がi在んでいる
1I - ，，1. )jJt業ノl_:.}J(の特iJI
本 1;':、J の主rJ出部のうちLI~:rFJj むが68 .5
タ%に対しし〆，LI~，) 
タ%ぢyがう戸).J水]¥1:間1士汀l上H一イiである.これらの水EFIは3
I.!t:~，\ . !日'日.r-tl休日lこより， 125.~ ill日生
PJIが完了し，!;吃il化も進んでごとJl!.の
1:';jll手IJHJがi在められノつつある
1'，;;己のよ jな.:I:J也不IJIJ，;，ごJx:1I火し
てp 一点jコj);!J;~Slお II ， J 示11， 0で以う全 I!I.わし
iJIll( こ Ili める米の ~glJ よ， JtfNj'j';)に1"
1972年 74 76 
ロ協巳
;:f~: 612:( 1 ・ d~ ~; J ，~~!1 it~の I :U t'， :j許!の Ht停 1 :米 2:音産物 3:その他)
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い.米の生産調整が開始する1970年代に入ってから，水稲作付fWl員が減少し始め， それに従って米以
外のl!)ji売 lill~! が微増しつつ ある.そのーっとして東山協の純 ITII r;l~に 大車問:J? j集務を 1:1: 1 心とし
て，乳JlJL!二 ・i却下|ニのf刊誌 3 養)ほのさ|三庄がi似しつつある
稲作に依存してきた木村も， その稲作自体が大きく変谷してきた iìí}述の通り ，稲作の~i~11:1~ となる
上地改良事業もi主眼し，かつ「どから早場米地:fij;として失1られてきた通り， 稲作技WI も%i. li tl~ してきた
I:EI植のIk1j:WJは3 早まる一方であり， 1950年頃には 6月 i二句に行っていた11j自の作業もp 現在では，4 
月下旬にE日植作業が完了する J二うになった ， LIヌHlも8月111旬にfilJlol始する ことができるよ うに
なった.したがって， 稲作;二千手する HJJ I'i-y]が短 ~:'filするとともに，動力 I lj白 1、ラクダー， コンノ¥イ
ン，米麦用乾燥機など農業機十法化が急速に進展し， 稲作におjする投下労働量はきわめて少なくな Jに亡
きた.東村においては，稲作 1::1 ~1 心の出家が 96 . 4%にも迭し， _)-，ι:l:f;)経営VI地面積も192.2aと大規模で
あり， 耕作者の半数以上が，2.5ha以上の経 去を手[している20) このように大規燥な経営利
地に大型機械化が進展し， 労じ が急速に上昇している 稲作によ!する労働力の省力化は，
の兼業化を推し進めている.モータリゼー ションによって， !_応|お l;il~I ，'; t1íj コニ 世 二市， 千葉lll~iμ;L
fii など雇用の場所への近j長~tl_:7うまるとともに， 地元への事業所の:ill-!:Iによって恒常1'1'、jなli訟を得て，
通勤労働者が増える一方である 専業農家数は 1975年にすでに総農家数の10必を下まわり，稲作出
家の兼業化は極度に進んでいる.
盟 2 農業金融の特質
東村における金融環境の特安己主，東村)l~I:W) と本:i':!í-;ll金協以外 :こ 7 金制tl袋聞は|日付ごとに存在する郵便
j討が四つあるのλで，金融 i授 i支~l網の空|;!日地布;ともいえる地 IK である. しかし， 1持践するね 戸ー1;'[・LI二功I
ITI611lTには，地方銀行，相互銀千了， i言JlJ金庫の:各支応が立地し， 午葉県のi!，~l京市 州1奇IJにも都市銀行
地方銀行 ・相互銀行の支応 と信!TJ金庫の本 文!~~~が存在し， 1中村tサj氏の金制融!づ斤仇出千h七打一-J二@到動Jは(ゼ佐!i主i:!}
集積する金耐融(1機護[院関;主羽~:J に大きく i影弓宅主些?を受け ている . モータリゼーションによっ て， 住民の金融にかかわる
行動IYfIの範囲もj広大しつつあ る.
東村農協は，全 |主11刊に n~î;貸王手が低い茨城県の rl:1 で， iF;j率地域に{立置づけられる 第71玄|に示されて
いるように，fFi二貸率は1972壬{三Cこは90.4%のl比率を示し，それ以後1979j:1三には53.1%と{1いuill:に芯ち込
んだが，近年， fi}び上昇して60%台を保っている. 貸付は，主としてトラグタ-動力11宙機，育ila
i幾，米麦吃 浸，コンパイ ン， 民J干jトラ yクなどの稲作を行うための民業機械とj肥料・茶のjilt入
のためである. これらのli出入 L土ほとんどが側人で!出入されて 3 年1'¥使FFJWI:¥1がわずかであるために，
過剰j支資とまでいわれている . かつて村内商代地IKの中島集部で稲作)刊の機i戒を共同で!出入すること
もあったが，それらの使用)1員者を決定することが|主Ib!ftであったために， 共同!出入した機械の使用は長
く続かなかった.そして， t己主主機械の共同!内入は， 他の集部にも伝掃することはなかった. したが/)
て，稲作のための民業機械の WI}入が1m人単位で:;liノいでが，1970年代の米作の生産出l松山jに入ってから
貯金規模も柿小するとともに ， 出業機ji1立の!lN}l~L 力も 二することに 1l-って ，かつて 111 : ;j 率で-あっ
2容も下降線をたど りはじめた 各農家の新築 .j民改築がなされることに対して，炭協が住宅資
茨城県における出業金制の地域1'!Ii.;己
億円
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金として自己資金を197]年から80年までの10年間融通していた. このことも貸付金を山める要素の一
つであった
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第 71誼:束中i農協の貸付金 ・[1';:金・[1.']:貸率の推移
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まfこ，農協金融は，季節!'l勺に特徴ある変動どと行うため21)貸率も J々によゥて大きな差J15が1:.じ
る.とくに東1寸法二IZLの組合員は米作に依存している7ことふ その傾向はぎである.江~ 81玄iは，東村山
協における預貸率の月見IJ変1二を示したものである 4月下旬にはを行うためにp 農機只 肥料な
どの購入によって貸付知が 4月か る.そjしvtえ， はじめる.さらに 6月から
8月にかけーては 3 コンノミイン・乾燥機の!I出入のために貸付が市え， L宅家としても令が少江くな
節であり，生活資金のための借入が多くなる.ただし， 7 PJ~こは米の仮波し金が 11 11j::j子約数にじて米
に支給され，るため，叩こ金訂iがし，そのことが微妙にしてトドーがわずか
下する. 9. 10/i1u月には， 米の収穫が終えつり，各民家の貯金制がj自えるため， 10月にはの氏本
.そして 1月から 3月Lこかけてi王i他の準備のために， J)I起などの作業がiJlHtiす一る
その際? トラクターをはじめ決機具のH昨入を行うゆえ J 民 lf.:jJに対する資金のh11:裂が1~ iJまる.以上のよ
うに，一年のil¥lにi誌協のと貸付額の両者がつねfこ変子力している. なお 61玄Hこ使用した各年
の 1 月の貯貸率の値を FFJ し、ているため各年のほぼヰ均{症に近fl~、している
農協は，組合員の貯蓄を主任合員の投資、ヘと移転するという 3 いわば I~l 己会 f'lj1h ともいえる組合金融を
行っている22) その組合員も十分な利益が農業から時保されると判断するならば， おり面白人)(¥こjりとを1J:
い自己金i%1(がなりたちうるであろう. しカ〉しし〆， 3現克主在Eでで、はt戊主業が;投支資の文主対，j象にな;り)にくい;凶打ι}点i
せるようになつているfたこめ， 自己金融をf了うことの困難住:が生じている，しかし，
としての性格を稀ほにし， 農家家計一の得る所得の大ミ!とがへのHli交に傾j:け一石 1、lj;fにに
なり， 他金融機関との競合が激化してくると組合金柑!にも ノ 1:. じている寸JJ~ItfJに上
46.6億円23) の貯金があるが，組合員農家の貯金総額は約 2 的存在すると戊|おではHí~討している.組合
L / 
つりくこ¥ ，民，!hJ)外の金融機金にi虫収されていると巧え!うれてし、る.
二次大以前;i二おし、て(~主， の余剰資金 '7 Q あるとともに， l[~政資金の供
給!機漠i悶芸引jでで、もあつた したがつて' i農是i協お{信言j月2守有i目3ミ事iれ匹1王:業の右存E立に文丸対;jけすす一る政)月府?河守の}制削1引i日)完j打抗日出:も， も
の直;接芸供i幹給守沿?合;であつたといえよう. 第ご‘次ブミi戦お紋z行f後去あ' t渋主i協1おbの{信言r川てTJ円n事jド3王:業は白主l'的y計灼f竹内/と句、Jυ山な3:ものと して川 1
が， 1951{J三になると， そ:tしま け資金の原資であった見返り による出
金の融資が I~I~J始し， 1953年にはfi若林漁業金融公庫が設立されるに及んだ24) さらに，政
は，民!坊に対して金融事業を強化するたふうに，業近代化資金1;]l支を1961年から開始した
化資金は，組合員が合-畜舎の造成・ 1支得，決機兵の号 F 果樹の1正i栽，家?をのlUIJ'入，小規校な土
地改良などを実施して，農業経営の規模1;[三大を行う lf計こ借入できる.
9%のうち iτ司-lRから 3%のおli給がなさ jしるため， 自己負担は 6%のええになる.また， I;~J じ 11;1]皮資金
のうち災苫資金は同 県ーやIからの年手Iji名の附給は 4%に達するため， I.!:己負担[は 5%ですむことに
なる.さらにフ い貸付利率として農林泣:業金j"Ml公庫資金があるが， J12業依械のj!Jij入や耕地!、;り業
(答二i二・あんきょ等)Iこ対して貸付し，入の|僚には審査がなされる. 1.i己のように]丸紅，)}.1Itf)にお
ける一椴貸付の年利率が9.25%(1982年〉 に比較して民業制度資金は低利で借入できるというーイ (~IJI~L
をもっている.それゆえ 7 貸付金のうち 割合が 111~iJく， たとえば1982年]月現在では，
制度資金のう の18.5%，農林漁業金融公庫資金は6.7%にも達している
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したがって貸付金が減少する'1-で， 貸付命は低利で有芹Ijな造業WiJl支資金Jこ依存する ようになっている
J1[-3 業金制!の地域1:';)差異
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付件数が多数に及んだj世帯は，束中iの!やでも米作
1-11作がよ;二L@するi当支所がlT:I.j@するところである
口! イ牛18111Ij l~~ の市!王!と，n- lllfïJ ïll ， j集洛に官民;i~!大Jfこは，17 
十Jの件数がそれぞれ4件あったにすぎなかった
第 11:ミ:J+~ 1寸における民業近f't化資金
の{史j全月 1)件数 (1 981 ~1:_1 ~12月〉
|子1:
tr~1 01玄l は， 1981年における民業近代化資金の出
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東村山IZf)
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口
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東村・における農業近代化資金何数の地域1'11，)分布(l981:if-)日10(2)
江~ 2表 :lE村におけ る )~.11~近代化資金の
借入金脱出(1981年1"'-'12F1) 
間近代化資金の借入金M1141! 刊 数
。~日正日日 i， :I~J 33 
100 "'- 200 JJ Pl 55 
200 "'- 300 万 円 22 
300 ~ 400 万円 10 
一三7一 一一-77-7-10一
資料 mHJ}J;!Zi，
224 人女地 J11学制究 明[
入れ判官女を!玄日1]に集計したものである. このほiが資金の地域的役資状況在如実に明示しているー5f;IH良
川の苧に沿 った米作地帯に す る T~ヨ支所の(陀 [)II に49件も集 1[1 し ， 1村六司寸j-づ全三{休木の4ω.1タ%(にこi述主してしい¥どお).
そのうち》;結:九占i古~1佐古左:集j洛芸に f作俗if首J !ii 入れ{干刊[[
資金の;段支資件数が多多rしい、. 東im方l古pこ狭j毛く 1rjlびあ京i寸村 i或のほぼ1[1央部の米Y1:J[l!Alrに投資件数が多
く，その地帯をj:ド心として周辺市にri]うにしたがってp 資金のj文資件数が/かなくなっている
第 1・2表は， 1981年の民業近代化資金の使途)1)件数と出入金ml尖をまとめたものである 近
代化資金の使途月IJをみてわかるように， トラクター ・コンノく イン・ i:t;伐械をはじめほとんどの 段以
が稲作のためのものである.農業i立代化資金の使途状況から判断 しても ，京i:、1"(こjゴいては稲il(、二主と
して資金が投資されていることがl珂I!京である
それらの民業近代化資金の出入金規模は，ほぼ 100，._200]5円の焼以が多く ，慨して小jJL校である
)l~j遊具の場合には， 1fY入金の返済問Jr:rlは5ij'=.l¥lであ り， じり7・ビニーノレノ"'";スなどの施政
については， 10年間であり ，それぞれのよ1政相の 80%が借入できて 仙 600~h1TI という があ
るf:め， fli入金の]完投ーも制限されてくる
対;作地帯で、ある*.雨支所に資金が偏在している政相/d:， 3表にもIり]!Ii'{に不されている !!?金 ・
貸付金総額も，現在，TI.:Iヒ支所lこ集仁[:1し，組合員 1人あたり!!?余佐1.貸付金制もilITJ出l幻こi:;.jい!也生
1g3表 :'rl~I 村 itb協の文f'R別(1'î:貸率 . (l'i:{~ .貸付金
¥ 年刊1__¥1'i:一i竺 」一丘竺巴一一一 一 一一一一巾一一一一一-J一1. ，，__ I~:訓判?引刊l日iイ介iLμ11i 問削州示利州l日i合iμ1 
ヲムふ 1川1凶即9釘72咋王年「ド宇 73 74 75 76 77 78 79 80 81 1 ~総主 征泊1i休人あたりが!~:総ど 私椛術:11は人あたり川7] IJ'，"，刊~ I .L;:}Ii:.J-'，'. lv l-:i ~t.J IV 11 IV IJ UV U J. '1'':' ll>I.川!l'j制 1j 1 'I'.e' 11H IBFí~当日
i li 7/11)1 ~}j 1リ J)'P-)J 万円
三f I 92.0 78.0 64.0 67.0 55.0 55_ 0 49.0 42.0 46.0 52.3H 1707321 333.5¥ 89282[ 174.4 
!i'i 1101. 4 95.0 86.0 98.0 81. 0 71. 0 63.0 70.0 72.8 81. 61 1326付 237.3110叫 193.8
jヒ I138.8 117.0 110.0 118.0 89.0 81. 0 82.0 80.0 81. 9 83.31 626541 152.11 435231 105.6 
百 :464520460520370370 4004605386951 75叫 184.7: 62吋 153.0
?f午、1.: ~~.I、 JL引お
示してし，、る. J:1l作1:1:1心である両地区は，nとi二貸率は近年になって上昇し，支所ごとの差が少なくなっ て
いるものの， 長い間，{尽迷していた.また， n~J:金 ・ 貸付'金 k~1契も 他!訂 よりも -1ごまわってい る
以上のように，早場米の産地として知られてきた東村においては，米作の経'営mt刈広大に{-'[と・って機
械化も進ム ， 資金も米什:に比較して ~Jllh:の方は， イ チゴ・ キコウリ ・ トマトなどのハウス I~ì l誌などを
埠入している ものの投資額は少なく， 米作lこ比絞して日制j集約|切に進められている といえよ う.すな
わち，資金(はまジ労~~イ紛5倒働5封リh矧j成努築ミ討;:/却/
している.この傾向は3 谷J125)がすでに明らかにした北iNJ立とは 3 以なるものであった.すなわち，
北海道でーは資金 iijfjぷ:が米f!r: j 世 j掛からMt~l=地域 ・ 1.1 11作地域へとなされているものであり， このがj刊行は全
[ .8(1守に苦遍でき うるものであろう . それにおj し て ，上;氾の東村での }n~例は特殊といえよう .
IV 東村本新開拓集落における農業金融の地域構造
ヌミi:iの東端に{立(まする木新品すiの政地(立，ごFRiによる ものである ごl二j石さjしる以前には， :;J1}T;J， 
225 茨城県における ì~:.~*金融の地域1'111;主
されたのは大i故後築手IE13Hnと1子ばれており，第二次大戦Tiすから干将i計四があったが，
ニモfl-:可能耕地と宅地および公共用地を造成して，入1Ttl者I~! 1'[りは 3の1946年であった
1953年から56年まで3l切にわたって入植が行われ19]戸とjn反者343戸を就/止させるものであった26)
，茨城県出身者 (132戸〉にしたのが 1956年であったたが， j位IKI付の?主設工事が
(13)各出身者27)に及び，同じjRの出身者が隣援して山梨県 (13)， 山形県 (33)， !日ミらすと 3
するj形態がとられfこ.
L12紫外:.;JEの朴氏IV-] 
入舶によって得られf、こ各民家の所有j
農業の共としては，この所有利j:J.むをまにしの一方が道:J'ちに市しているのがーJiJxl'tJで、ある.
てら1，~した.達成する入者の家}j)~ 労(効力のみ同化.1授械化を悶り，
ドーr 、ー，1 [i]の米の収入は経営の拡大にタイプは，水稲栽上主と刊行/;12の和!み合わせであり，
よ』
えー二、
I(i]けるという村がj采H¥され1こ.n 1司の収入を
'7 
/~ 
、モ'
) な短J!I).JTil)の土地の均一合には?道:i引HlJから 20mまでの10aを宅地とし，ト~gêのよ
飼料用青メ1)7)( r=E りの200mのr!lの150aを水mとした28)40ηlの20a の而積を m~I~q. ~f !lとし，
大型機械の共同利用・共同耕作・手二の共同管理として，8 大;去と牧草を作付した
水!丑1 {大入植者のみに適用されたため，ラ，ーに一しかし，うものであった.
タイフ。が存在した.きくわけで三つと，水稲耕作の人を行うfγっ
しながらも多係化している.当初の形態をして 3その後，現在に至るま
4~そのようになによると，1}s (こして )1原牧子29)が行った1978 
し戸主のむとも大きくァーペζ〉
第 4 ミ:木子'}rIJFHijにおける出家経営の類型(1978~f-)
の1:l1(身ており，水稲単作現経営は茨城・
Li梨県
3 
IJJf;Wl 
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2 
千五'q仏
11 
~3~JJ主 lfL
99 
6 
2 
6 17 
? ? ? ?
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水午前単作型
7Jく稲十いちご;JTj~J
7](稲+花:J1llJ~J
水稲十 Wj-X~ ;JTj~J 
7)(稲十 rkJL[二型
水稲十I!ま型
7Jc f市十郎Jt:n-i¥!
水稲→その他
riK iJ~ ミi): j~ ~盟
113T:; .山梨県出身
になさ;1"していること力主
者によるものが多い.
によって水田
オっル〉る.
品業金i¥;1lの1V-2 
さ)"し1955r---'60年のI:Hlに?
て，各15農家が搾乳し
2 10 協の~ミ乳所へいったん集荷し，それから
!IIJUI女子ーがお業主本調五を
にして知型化したものによる
(3克在の陥没協同組ーの
し1960年頃から合〉へ送乳された
し，とくに 19611三司fとする動きがλ られるようになっ fこ./ ¥ 
には19611fからrJF始し，
j七月化を容易にさせるし;だ:ととわ，
I:J牙者8戸が)
:こ!到する
の引iI大〉う汁jili主された
15:の )J~1史-拡大と
vu 人女 j世l!";': 1)1究226 
大引のそれぞれ制度資金による低利融資を受けて，tJJ梨W~I:U身者のラち 18戸が WJ業経営を IJFJ虫色した.
による史むよ大が
?
〈
?
?
?、?
， ?
?
、
???を:jすこなった.し， 100 
? ?
いて出を切りI:mき，I~~J じあったことは， 1t山支資金によるばかりではなく，
マ
く、).るなど諸条件がれ::)lJしたためとのよ1身者がi済援して
も従来と兵な ηされるとともに，
?」
1961 しかし，
ノミクットされたが，ることになった.?
?
? ?
ベケ y ト式ミノレカーのil-j[:及によって，
また， 1969~r=からλノだ.
しだ
頭数が急激に増加するとともに，間決のための投資
式ミ/レカーを納入し，
50 
% 
20 
? ?? ?
安
率
50 
100 
????
??????
???
?40 
30 
20 
??????
本~W;;~W)の H'j=金・貸付金・!l'i'HI与のHtf多
資料:木~)r出tG}J各年の業務:山
i;Hl11~1 
13[立iもi百jじ〉
は 14戸のi"iK出家がこを育成させるために1968年からB可始されたものであり，
ゴニjむこの資金の貸付対象~こは， 2引佐・牧 Ül}の造成改良，した30)の資金を
入限度在日l'i，1or人のJ必
25年以内償還で古川!日J10年!日]はこの
となるものはすべて合まれる
1=1は 4分5}M， 合800万円であり，年利率は5分で 3
，:1コに含まれる
ぷ城県における民業金融のj位以~NII'; ;:; 227 
本IJFJHi集部の家の場合，総合狗;泣資金がl)iJ殺されたIkjj:J9J~こ従事者は40才代 IJíJ と1:: で
あって資金山FI“lにはわ利であり ，しかも，すでに多必イじが進行していたため) !授械化を J、ヰ入す-~'Lv;fm
伎のj広大がEつめること もあった. 総合施設資会のfjJ}j:入によ って) ;)(111の1:IIJilif七，茶会のI14築，機械の
4入，手しょ|二の ì~~入がおこなわれた . この資金に H~づいて !日出家が・!文資したものとして ， パイプライン
ミノレ プ)，-ノ〈ルググー ラー，ノ¥ーンタリーブーなどであ ，-)!こ. 手ド!二[刊誌に!刻してみると，総合方針生資
:訟 を J~(入した民家は ， t!;iJ護 0J彼女が 1000t1 を;I~えるがiIがあり ， 、 I~JL) M 7f1t ~jlll ~ も i立入しなか っ た災家の平均
にして 2m:近 くに j主したと半Ix~号されている 31 )
Htl21玄|に示されているように，本新j些
|おのI:Ui'fiは， 1973(.'1三までは米主体のIUf'l;j
を行っていた 1972年に本%Jr，1訪日1:]1引出業
協同組合から本新出来協同来[J合になり，
さらに1973{fからよ|干Lのlりょうじ方式およじ、
集乳プJ式も盆変二わ j た. そのi叫口昨f年!j:}点i
I~陥q可問|出自似Ld決l2引;j; 1 /;協1弘bに f力川川)111入していたが， I百j戊|おか ら )j}~
j主し ，本新日11 ;r~I/;}) 1可組合が乳業会社:に&1
Ji;_: ，販売を行うよ うになった. そして，
1974年には木;(:JrIAiuJ];j;業協同組合が設立さ
れて， illilM;生への})Il入も行った.しかし，
!!反売事業とそれに付随する集乳と乳会
千五の業務は，木%Jr )J;j; 1おと三十マL検夜 IZ~会に
% 
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第121到 ・木新民協のI:B荷物の推移
委託していた‘そのため，本新民協が出 C 1 :米 2:ょi二乳 3: iJ果物〕
{I;jするIJずがも米と牛乳がrl心となり， 19741-1三から79年まで、つねに米の出荷額より牛乳のそれが上まわ
〉ていた. また，米jlI三の主主J?(:liJ:iJ訟によって稲作転換促進特別事業のぞ!の|てに， ビニーノレハウスを利用
し てのイ チ コ、、やメロンの I~TI芸作物も j支出されはじめた こ ~.1，らの新しい作物をはじめるにも農業改良
資金〈後継者育成資金〉の iLf.入がはかられた.
MLI;j;~こ I(Jそっ てλ る と， 1973{1ミまで経営規校のj広大は)lfiRmJに遊んだが，それ以後強打ちになった
19701j:. ftnif-"Iとには，全国|刊にみて牛乳の過剰j!J:.J2C:はいまだ現われておらず， 保証乳filの引き上げがな
さ れていた 1l，~.: JtJ Jであった . しかし， J973{1ミJO月のオイノレショ yクを発端として1Jfi.hl，公共料金などの
大1mな げ"こよ勺て，諸資材および!llI1;入f!1~ J 半 :1 の {îlli 怖がおJ1~e し y さらに礼仙の低下というて霊の圧迫
をML1と交が受け.!こ. 元)j(，本rmni集出の /)く 1:11 の jii伴1 ~1\1，i!~は )li~~J5J であり，大部分を納入問中!に依存
す る lm出家が多く ， 円安による!l 1111; 人目TiJWq の 1 '， ' ;jJ院はFiK出家に大きな ~;i'~~~W を与えた. しかし，その後の円
1:・;jのなどで，1978(.1三には終'il!;mi災のJlL大1¥をむかえた32)
本来Jî'J}~llおにおいては，牛乳の / 111(\;jが大 きな'，I;;IJ イ?を !日めていたため ) ，RjU JJRJt>gの佐哀は tí~ IJ!玄i に敏感に
反1央してし、る.197211三には， rj:b'f;:.やは 13.9%のI:'j;与を示し， 7{:I三には69.6%まで低下したが，上述
のように781，]'.に(.tMJ]!J:-;[の)JU誌がJ広大したことから刊し勺す貸率が上昇したが， 1979年には72年から 81
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までの最低値である57.8%を示した.そして， 198011:'12月には， lJ;h(こ!高する
によって，本新l?とイむと従来共同‘で行ってきた事業を単独に行うことを決議決定した. そのため，
の出荷は本新防法協で行い， 1930年から金・貸付金は減少するとともに? 本判決協のも， iClij 
のように米主体の :~U1可にもどった (81;1・12図〉
良県全体が，全こみ 1し、/Jかで，本来)I-Jl州i当日誌の判、)~こであ/】/、こ
し， しかも多強化を J~向してきたため，と稲竹:の i創成化の
てきたことによって，全部の上昇とともに貸付制も I:Jま
1:1 核として7J:II
進展も 11~1j度資金を 111心にして
っ7こ。 ，生活の近代化に-) 後の にも寸交して，の|人J)';I資金であ
る 〈年利率 9%のうら 2%の利子ト!日給)， あるい の{也のおなと
に対する生活のためのおnてんにも貸付が進んだ. 一一般に，人はその金の;民自I~I:を(引当したいこ
とから，本民協のように，組合員数が少ない場合には? その者I~J:をべ'r りにくいため
にとどまることが多い33) しかし，本集洛のように， 1J1JHiのために入+1'(し， ~II-ti L1がI"Jじ経済的
に合んだ低限地のような自然条件下でNHili{としてゆく過程で， 組合
で入1'[を行っfこが，入li白後約
一30年liYを止をるj邑%¥で，経営の多1ぷ
{ヒカ訂正行し， そのjil沢3 本 I人j
にも金 l抽出動に j位以 I'IIJ差が~I:_し
るに至っている. tTH31Z1は，本主iミ
八つに区分されたi'fl出ごとの
第13図:木新IYJRi集落における地区5]IJ金融活動(l981!t1"-) 金額・貸付金止を治している
においても，最額を示す 1t}1落と長低額を示す 4 長 10 の
開きがあり?一戸あたりでも，最高官兵を示す第 1 さでは 294.7)7円であるが， jえも少ないtH7日1;'九
の89.2)7円とのIi¥lには，やはり差異が存在する. 貯金と|司織に貸付金の分布も，点ごとに差Y4を
ぐたじさせている.金融活動の活発な地帯は，農家の割合のおい;~_j)溶 vこ一致し，本新I%H'{i においては，
稲作に比較して業に多くJ支資がなされている. したがって，このような/トさな純IIlIをみても，米
作地域から防法地域へのミクロな資金循環を認めることができる.
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本 ， :;;;{.J)N~II~ ~:(M究土、J ' ~~ Jl!J)iXVこしながら y 民業生j){:l出JD)(においてな金融|浅間であるぬ協会
l'iI1lを小心にして，資金のおfi't.流通が¥，、かになされて， 112業地域の ~;: I:fj J' l f;J秋作が成り j'/. っ ているか，
全たその故村iJはいかなるものであるかを巧弘キしようと するものであった. Il;:jらかになっ fこi市'¥1:尖を 主
とめると，以下のようになるであろう
伐さ長liliJ或のill:貌によ って， );~~ ¥hf)の金も地域IYJに大きな陥差を，jミじるようになった. 全II
i下J~ ，こ .7よれば， t!; 協会 I'，;í~l! を，@ し て者!S-I !(の μ慾を強く受けd る地から ， t三業~t. JXík活動力:単位する J ll!. ;iWへ と，
資金のIJjfl);，lがなされている
2 ， LI;j: WJ {ti: ~í~ : は， J'I): /'， にf!日本Il'tりと令Jfi'i.，その下位に都道府県の二j民業協同組合迎合会， その末
U;i;にii，i立決iおからなる系統主段Ili:%;IJ般的による系統金融である. ただし ， 茨城県の例のように 91~ if~').止
と巾位決協の111¥];こは，支i)i'.地域と し、〉 金制i技能を来たす単位地区が介在する. とくに支)i万は 3 そ
のな(~Ilil)、lで!?i:氏不をT一昨化し， ブー)， 地域は金融機能よりも生ι 流通機能を強化させるために合出1
1'サな終済!を!などItl弘山けつがifJI5じしたものである. 以J:.のように， ~It~ I人)におし、ては金融機能をIjljまにした
mun~J 色 j或;うリí~JJえさ:!'lていあ
3， J);_J;)( ~II~ iよ，会[1'1;こ jゴいてよ三 W){~~ f;)!j ! の jiT金品 - 貸付金主 . ¥!す貸率のいずれも、jι に達せず? 余
ro<i:を11!;外へさせる資金1)七rullとして七工泣づけられる
4. 法城lLにおいては，特定なそ来 .~1~ ;J~ .畜J;J;:などの商品作物に依存するi也市では， 資金の投資
がなさjして金のがん〈発になる. iGケ1fliJ河辺から鹿行j山区にかけたj出荷ギが，他の地区に比較して貯
金力;::こ対して貸付金iの，'，:)ヰ〈地j戒を形成している. しかし，全県にわたってi行貸率が低率であるため，
Jil内において資金が地hi:<i'I']に流動すおことは少な く1 余許県信連に吸収される剖合が"Jい.
5 京1，.Jのように火鋭校な経営州地を所有して稲{乍を行っている地花:では， 機械化をj卑入して資金
の 貸付 が きに な さ~ 'しる. とくに，出家は利息の低い ii~iJIぷ資金の借入に傾斜している
6 京1:、jでは，稲作地;:1j;において機械化のために資金がは資され rlU1'r: !'t!!_;}W で、は労働集約i下)ts~I=-J立. 
によ って資金をi/leUけーるために，村j7'Jにおいてミグロな資金IJ長がなされている. このよう に米作地
;;j F から j:11I作地:!日:への資金の iJ{jJ)i~(正，全II'i、J~乙なれ，ばt:ijヲ先な司王{列ともいえよう . 東村ーがこのような特?末
な':!f {!ilj ~を示すのは， 近郊稲作地;jー としてj立1づけられて，法業化を出向しながらi設械化の導入によっ
て労倒を追求できる j也hx'I~L:によるものと忠わ:ì しる.
7 稲作のほ械化に資金が投資されるとい 7ものの， ~長楽で得イこ所持は決 Ith金融で JI立以われること
が少ない. 投資対集と して{dJi(U'.Iが低下し つつある
i主mする，JI1!1f~'lil:が存在している
8. 千niJむの|丸山IA1'tUfこよ〉て形成された
あるがゆえに， 資金を吸収し，
という等質な生産活動に基づいて地
!或1'人)，;.f;m=t'!:. )1とJilI本i'I']な まと主りに:H/ういた金融という相互金融の原型!を;釘していたため， jl~flお金融
足先!Wに大きな{立を以してきた
9 イ比i';与の人jP'i.1L'Jには， I~:l じ日を1'\:'t:) ，'17J1浪な生産子1512でよいそ'(:をn始したが， J長い年Plを
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絞るにし7こがっ も多様化した.;'(- 1:iまり，
稲fl二を主体とする ll~j或からの資金を吸引した. このようにつ おいても資金の地域1/1，)
百めることができた
木研究をまとめるにあたっては 7 茨城県 J~ ，!l-)，'l~lit付加什1I1央会 茨城県伝川出業協同中I!介辿合会・点H役場統訪却
京村出来 WJi~付11合・本新民料品川市I!{'ìの方々，そして以H におし、て 1111 き取り別査に!じじて 1" さった万々に大変お W:;:lr，
になった.筑波大ケiíH Jt~J-~x1)1')[:会 Cit友者 11/1入JI:三)の))々にはl)，¥をiUた.:rw血訓五.?:t1'，:1性JI¥Iこは，IlU'，
時!.伊iI栄 「行・ 7杓 j佐世犬・森本山弘日i去の lí~jJ をねて，民間の---~ ;¥'1)は筑波大乍のT/，'J}リ1人・ノj似jI)H j'~llì， I ， j rたに{点以した
この宇佐旬、のf'ド h~:にあたって，文部計H た 1，月 ')t'UriIJ JJ)) 念イij:<ú) l'_:it C C) 1-)';'lIJlt江川、、j における金 1'~'dI3;=1 日!の分1Jí にIY:Iする ú}f
究JC代表宕 111)橋 11tl)~ ， li~l~~出f1ì' ~ >00558092)と什:.(u)十Jt(13) 川、付'í'利)Tlからみたj 生.I~，U~:L~~ 1ilii川本の変化J (代氏名
斎IÍ~WJ ，バ出J必詐り'57450058) による(i)!冗 liJ: の----(fl) をやUIJ した. J)， I'. を己して!il\ ， i~j したい.
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Regional Structure of Financial Activities 
in lbaraki PrefectureラsAgriculture 
Nobuo T AKAHl¥SI-:_U 
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This paper exarnined the role of capital accurnulation and its flow in creating the spa-
tial order of agricu1tural conlmunities in lbaraki Prefecture， lt aJso outlined the structure 
of financial institutions， especially agricultural cooperative unions (the most inl.portant 
financial organization fl agriculturaJ regions) 
The results of this study can be summarized as fo1ows: 
1. As a result of the transformation of farming regions， tlle financial activities of agricul-
tural cooperative unions have becoη.le regionally diverse. Nationwide， money is circulating 
frorn regions under strong urban influence through agricultural cooperative unions to 
regions ¥vhose farming production excels. 
2， The financial activities of agricultural cooperative unions are systematicaly struc-
tured on three levels: the Central Cooperative Bank for Agriculture and Forestry at the 
top， the Credit Federation of Agricultural Cooperative Unions on the prefectural level， 
and individual agricu1turaJ cooperative unions at the bottom. HO¥"7ever， as in Ibaraki 
Prefecture， there are district branches with financial functions between the last two 
levels. The purpose of establishing 1コrancheswas to equalize the ratio of 10ans to 
savings within their jurisdictions. Agricultural cooperative unions， themselves， demarcated 
these efficient district economic spheres to enable branch offices to strengthen production-
transport functions rather than financial ones. ln 5um， financial activities in lbaraki 
Prefecture fo1'm f unctional regions 
3 Tbe agricultural COOIコerative unions in Ibaraki Prefecture do not reach the national 
average respective to the amount of savings and 10ans， nor to the ratio of 10ans to sav-
iηgs. The prefecture loses surplus money and tbus supplies rnoney to other prefectures. 
4 In lbaraki Prefecture financial activities are vigorous in the areas which depend 
upon market products of some special vegetables， fruits， and livestock. The area around 
Kasumigaura over to the Roldくδdistricthas a higher ratio of loans to savings than other 
areas. However， because the ratio of savings to 10ans is low a1 over the prefecture， intra-
prefectural moveη1ents of money are very limited， and much surplus money i:absorbed 
by the Credit Federation of Agriculture Cooperative Unions 
5 Loaning is actively taking place in areas like Azuma Village where farmers own 
large tracts of farmland and adopted mechanization， Especially， loans of sy stem funds， 
which offer low interest rates， are catering to increasing number of farmers 
6. Monetary circulation is occurring on the microcosmic level in Azuma Village 
financial investment in the illecllanization of rice cultivation and the outflo¥v of money 
because of 1abor intensive dry field farrning. This type of financial circulation frorn rice-
farming to dry-fielcl-farming 訂以iS may be a special case in the national scope. This 
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instance probably stem.s from the regional characteristic that， as being a suburban rice時
production area， Azuma Village was able to pursue labor procluctivity through 111echani-
zation while aclopting non-agricultural activities as sicle businesses. 
7 Although farnlers invest money in mechanizing rice 1'a1局nling，farmers ¥vith side 
businesses do not usually deposit the pro1'its they make into agricultural cooperative 
unions. Since agriculture production is losing its value as an object of investment， 
agriculture-related financial institutions have difficulty in attracting and handling 
nloney. 
8 Financial activities by agricultural cooperative unions bave been playing‘a significant 
role in agricultural developrnent in lVlotoshin Hamlet， wbicb was formed as a result of 
land reclamation. This is because the hamJet had a prototype of a mutual financing 
system that stressed communal interdependence and cooperation based on a single mode 
of production activities - agriculture. 
9 At the til1le 01' settlement in Motoshin I-Iamlet， farmers started V'lith the sanle 
managem.ent schemes and the same production bases. But ag了icultur縛a1 production activi-
ties bec31ne diverse over the years. Livestock farming increased its demand for funds 
as it needed investment in facilities， and then it gravitated nloney away from rice-
farming districts. Consequently， even ¥vithin such a sma11 geographical unit as a ham-
let， rllonetary movements did occur over tbe space. 
